


Super English Teacher（ＳＥＴ）を活用したTOEFLiBT＊英語教育の推進（案）


⑴ＳＥＴを活用したTOEFLiBT教育とは
　■目　標
　　○　英語学習のレベルを英語圏の大学への進学に匹敵するレベルに据え、海外でのアカデミックな環境下で成功できるレベルに英語４技能を高校３年間で引き上げる。
　■教育内容・指導方法
　　○　高度な英語４技能の養成に向け、TOEFLiBTの出題方式に対応した指導を実施。（TOEFLiBTは、英語を母国語としない者の実践的な英語活用能力を測定するテストであり、各国の生徒、学生が広く利用。）
　　○　既存のTOEFLiBT授業用教科書による指導を基本に、各校で教育課程を研究し
　　　指導方法・教材を開発。（府教委がモデルプラン作成）
　■実施校・実施形態
　　○　ＧＬＨＳ１０校（グローバルリーダーズハイスクール）と国際関係学科設置校　　５校等を対象に実施。当初は６～８校程度。
　　○　各校にTOEFLiBT教育を行うコース（１～２学級）を設定し、教育課程内で
　　　６単位（３年間）の科目として実施。

⑵TOEFLiBT英語教育導入スケジュール
　■２６年度
　　○　TOEFLiBT学習カリキュラムモデルの策定
　■２７年度
　　○　TOEFLiBT教育実施校６～８校程度にＳＥＴを配置（２校兼務予定）
　■２８年度
　　○　TOEFLiBT教育実施校を１５校程度に拡大（人材確保の状況に応じて）

⑶ＳＥＴの役割
　■TOEFLiBT教育の指導方法・教材の開発
　　○　スピーキングの特別授業、語彙力増強の特別指導の実施
　　○　生徒にTOEFLiBTを受験させ、特に鍛錬の必要な技能の重点的なトレーニング
　■TOEFLiBT教育の実践を踏まえた、各校のカリキュラム開発・改訂の検討
　　○　TOEFLiBT学習カリキュラムモデルを各校の実情に応じて改訂
　■既存の英語教諭の能力を高めTOEFLiBT教育を担う人材に育成
　　○　既存の英語教諭と、ＴＴ方式で授業を担当し、ノウハウ共有
　　○　カリキュラム開発・改訂、教材開発についても協働
　　○　授業公開やTOEFLiBT教授法の研修会の開催



⑷ＳＥＴの任用方法
　■公募選考
選考方法：書類審査（資格・経験等）、模擬授業、個人面接
　　　応募資格：TOEFLiBTスコア100点以上orIELTSスコア7.5点以上
（英語圏の難関大学院レベル）
　　　　　　　　教員免許非保有者も可（特別免許授与を前提）
　　　　　　　　日本国籍、大学以上卒業
　　　　　　　　大阪府公立学校教員も受験可
　■特定任期付職員として採用
　　　任　　期：原則３年（５年まで延長する場合もある）
　　　給　　与：特定任期付職員給料表３号級に格付け（予定）　
年収約７４０万円(２８歳新採年収　約４４０万円)
　　　任期終了後：教採テスト（特別選考）に合格すれば一般の英語教諭として採用可


⑸ＳＥＴ活用による新英語教育の達成目標―ＳＥＴ配置３（～５）年後
■各校２学級生徒８０人中　TOEFLiBT 80点以上 5～14人　60点以上 42人以上
■各校の英語教諭の内　　　TOEFLiBT 90点以上２名 OR 100点以上１名

⑹ＳＥＴ任期満了後の対応
　■原則、ＳＥＴが育成しＳＥＴ相当の能力を有する英語教諭が、TOEFLiBT英語教育を
担う


	＊　現時点においては、TOEFLiBTが世界標準の英語４技能を測るテストとして最も普及。
　今後、これに類するテストが普及した場合、その活用を妨げるものではない。



[bookmark: _GoBack]５－５

５－６
